
湖も地域も元気にする市民型公共事業　
　　　　　　　　　　　逆水門の柔軟運用が豊かな未来を拓く

ＮＰＯ法人アサザ基金　代表理事　飯島博
１



常陸川水門（逆水門）の概要

• 工事着手：昭和34年2月

• 竣工　　　：昭和38年5月

• 事業費　 ：約18億円

写真：COM霞ヶ浦より

１９７３年から完全閉鎖
海からの流れを完全に
遮断。

２ＮＰＯ法人アサザ基金

時代に合った位置付けが必要
ではないか。



逆水門の設置目的

１．利根川が洪水で増水した際の霞ヶ浦への逆流防止

２．渇水時の海水遡上による農作物の塩害防止

３．霞ヶ浦開発事業に係る水位操作

　　現在は操作規則で、海からの逆流は一切認めていない。

　　　　　　　・・・・・・・・・多くの問題が生じている。

生態系の悪化

漁業への
壊滅的打撃

工業用水の
余剰

そこで柔軟運用を提案！

水質汚濁

３ＮＰＯ法人アサザ基金



霞ケ浦利根川河口
太平洋

水流方向

　国土交通省が定めた操作規則による逆水門の運用方法

　順流開放（順流放流）　・・・　霞ヶ浦から利根川へ

　霞ケ浦が降雨等で増水した際に、水位を落とすための排水

逆
水
門

霞ケ浦利根川河口
太平洋

４

（現在）



逆
水
門

霞ケ浦利根川河口
太平洋

逆流開放（逆流放流）　利根川から霞ヶ浦へ

逆水門の柔軟運用による水門の開放例

５

（提案）



湖を汽水化しようとする提案では
　　ありません！



逆水門の完全閉鎖

逆水門による管理運用前後の漁獲高推移

６ＮＰＯ法人アサザ基金



霞ヶ浦・北浦はかつて日本有数の
ウナギ産地だった！

• シラスウナギの採捕量：全国
　　1960年代に平均で130トン⇒　現在では20トンに減少。

　　１９６０年代霞ヶ浦・利根川で全国の６７％の漁獲量！

• 天然ウナギの漁獲量：全国
• 1960年代の後半では3000トン超。
　　2005年には483トン。36年間で85%の減少。

• 霞ヶ浦／北浦では・・・・・・・・・・

　　1961年に464トン。

　　現在では僅か10トン。に激減！

７ＮＰＯ法人アサザ基金



霞ヶ浦・北浦におけるウナギの漁獲量変化　　　（2006.　二平）

水門工事開始

水門完成

水門完全閉鎖

８ＮＰＯ法人アサザ基金



ニホンウナギ

ヨーロッパウナギ

アメリカウナギ

シ
ラ
ス
ウ
ウ
ナ
ギ
の
資
源
量
指
数

流域研究会　立川賢一氏による　

１０ＮＰＯ法人アサザ基金



世界各地でウナギが絶滅の危機に！

• 欧州連合（EU）の農漁業相理事会で
　　ヨーロッパウナギの稚魚（シラスウナギ）の保護策を決定。
　　
• ワシントン条約の締結国会議の総会で
　　（絶滅のおそれがある野生動植物の国際商取引を規制する　

国際条約）
　　ヨーロッパウナギは国際取引が規制される。
　　

• アメリカウナギとニホンウナギも同様に環境悪化や乱獲によっ
て資源の減少あるいは枯渇が懸念されている。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このままでは、ウナギは絶滅するかもしれない！

９ＮＰＯ法人アサザ基金



◆ウナギの道◆

※ウナギが元気に暮らしていくには海から湖、里山までの連続した
環境が必要。現在は海と湖が隔たれ、湖の植生が減少し、里山も
荒廃が進み、ウナギの生息環境が失われている。

天然ウナギの再生には、流域ぐるみの取組みが必要！
⇒　カムバック・ウナギプロジェクト

ウナギが世界的に激減しています。

ＮＰＯ法人アサザ基金
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谷津田

水田

ため池

湖

小川

Ｑ.どんな場所でみましたか？ 「小川」の回答には田んぼの用水路や、家の前の
側溝なども多く、かなり広い範囲にウナギが分布
していたことが推察できる。

ウナギは下流の湖から最上流の谷津田の溜め池まで分
布していた！（ウナギアンケート調査から）

霞ヶ浦・北浦

谷津田



ウナギの生育に適した霞ヶ浦流域の環境
JAXA/RESTEC　提供

湖
に
つ
な
が
る
谷
津
田
や
川
、
池
、
水
田
な

ど
が
毛
細
血
管
の
よ
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て
復
活
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霞
ヶ
浦
は
ウ
ナ
ギ
の
一
大
産
地
に
で
き
る
！

赤色は森林
ＮＰＯ法人アサザ基金



天然ウナギのブランド価値は高い！

• 日本の年間消費量は12.9万トン。

• 日本人はひとり当り１ｋｇ以上食べる。　　
• 内訳：
　　加工品輸入量：8.4万トン、活生鰻輸入量：2.2万トン
　　国内養殖量：2.15万トン、天然漁獲量：0.06万トン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６００トン）

• ウナギ消費量の82.9%は外国からの輸入。

• 天然ウナギは希少価値！！
　年間約５００トン！
　全消費量の約０．５％

１１ＮＰＯ法人アサザ基金



ＮＰＯ法人アサザ基金

霞ヶ浦・北浦　この広大な流域全体がウナギ霞ヶ浦・北浦　この広大な流域全体がウナギ
の生息地になったら・・すごいことに！の生息地になったら・・すごいことに！

霞ヶ浦 北浦

筑波山

逆水門

土浦

石岡 鉾田

潮来
稲敷

鹿嶋

龍ヶ崎

　流域全体を循環型に！

ウナギブランド世界一を
めざすぞ！

４３ＮＰＯ法人アサザ基金



ＮＰＯ法人アサザ基金

湖と海を行き来できません！湖と海を行き来できません！

霞ヶ浦 北浦

筑波山

逆水門

土浦

石岡 鉾田

潮来
稲敷

鹿嶋

龍ヶ崎

早く逆水門を開けてください！

１２ＮＰＯ法人アサザ基金



魚道が

　まもなく完成・・・ですが

・シラスウナギは

　対象外（上りウナギ）

・下りウナギのみが対象

・スズキも対象外

・ヤマトシジミも対象外

魚道の効果は

限定的！

国土交通省霞ヶ浦河川
事務所WEBより



魚道の効果は限定的

しかしシラスウナギ等は河川中央部を遡上

　　　　遡上条件　 シラスウナギ ボ　ラ スズキ

　時　期

　　(月）

１２～５ 12~４ １～５

　時　間 夜間

上げ潮時

昼間　　

満潮時

昼間

上げ潮時

　場　所 沖

河川中央

河岸 沖

河川中央

魚道を造ってもシラスウナギは湖に遡上できない！
１３ＮＰＯ法人アサザ基金



上流→

←下流
←魚道

国土交通省霞ヶ浦河川
事務所WEBより

霞ヶ浦にいける！

魚道ができても霞ヶ
浦にいけない

魚道の効果は　限定的！



そこで逆水門の柔軟運用（開放）を提案
河川の中央部を遡上し、
魚道を利用しない魚類
等の移動を可能とする。

魚道よりもはるかに大
きな効果が期待される。
漁業と生態系の再生。

１９９７年、国や県に要望
２０１０年、土浦市議会や県
市議長会が全会一致で採
択した。

１５ＮＰＯ法人アサザ基金



常陽新聞
１９９７年１２月８日

１６ＮＰＯ法人アサザ基金



逆水門柔軟運用の実現のために
はじめの一歩

・ 実施時期　10月～3月

鹿島南部用水があまり灌漑用水を取水しない時期。

シラスウナギが遡上する時期に実施。

・ 内容

まず、1ゲートのみの開閉で実験する。

塩水楔の先端が入り次第閉鎖できるように操作する。

（事前に塩水楔の遡上速度を計測しておく）

1ゲートのみの開閉は他の水門で実施例がある。

まず、操作規則の見直しではなく実験として行なう。

２１ＮＰＯ法人アサザ基金



１　３　５　７　９　11  １　３　５　７　９ 11 １　３　５　７　９　11 月

取水実績・冬は農業用水は使われていない！

国土技術政策総合研究所資料　第２９９号より ２２ＮＰＯ法人アサザ基金



魚類の遡上時期には十分に工水は余っている！

・・・・・・水　田　非　か　ん　が　い　期　・・・・・・・・・・

　シラスウナギ等の遡上時期は非灌漑期とほぼ一致する。

　　シラスウナギ

　　　産卵期 　　浮遊期

２３ＮＰＯ法人アサザ基金



　海の水と湖の水は比重が違うため
境界ができます。

シラスウナギなど魚はこの境界面（塩水楔）
に乗って湖に遡上します。

　　　　　　　海の水と湖の水は簡単には混ざり合いません。



◆柔軟運用のフロー図　塩害の生じない範囲で水門を開放し

　魚類の遡上を促す。塩水くさびと共に魚が湖に遡上する。

塩水くさび（淡水と海水の境目に乗って魚類は湖へ移動

農業用水

余剰工水を農業用水へ

３８ＮＰＯ法人アサザ基金



船
門

GATE

①
GATE

②
GATE

③
GATE

④

逆水門の構造
　
・ゲートはひとつひとつ独立して操作できる。
・現状はすべてのゲートを同時に操作している。
　　

GATE

⑤
GATE

⑥
GATE

⑦
GATE

⑧
魚
道

ゲートは独立操作が可能で、集中操作室で操作



上流→

←下流

既設水質監視ポイント

塩水楔先端ライン

柔軟運用実現のための
はじめの一歩。（イメージ図）



上流→

←下流

塩水楔の遡上が近くなってきたら、
１門を全開する。魚群の帯にあわせて開ける門を決める。
上げ潮を確認しながら開ける（漁師さんは上げ潮が分かる）

既設水質監視ポイント
塩水楔先端ライン

　

開
け
る



上流→

←下流

既設水質監視ポイント

塩水楔先端ライン

塩水楔の遡上が間近になってきたら、
全開の１門の全閉操作準備をする。



上流→

←下流

既設水質監視ポイント

塩水楔先端ライン

塩水楔が水門通過間際になったら、
全開の１門の全閉操作を開始する。



上流→

←下流

既設水質監視ポイント

塩水楔先端ライン

塩水楔の先端が水門を超えると全開
の１門の全閉操作が完了する。
この操作でウナギをはじめとする有
用魚種が遡上するかどうか実験する。

す
ぐ
に
閉
め
る



上流→

←下流

既設水質監視ポイント

塩水楔先端ライン

１門から２門へ、効果を検証しなが
ら柔軟運用を実現していく。
塩水楔と一緒に集魚灯を付けた漁船
が水門を通過すると効果的（宝船）



　操作規則の見直しではなく、

まず、実験として実施することを　
　　　　提案します！



柔軟運用の参考になる
　事例があります。

逆水門の補修工事中に２００５年１１月～１月に海水が湖に入った！



過去に、逆水門柔軟運用案に近
い状況が起きています！

2005年11月から1月にかけて逆水門
のゲートメンテナンスが行われました
（１１月17日頃～1月２０日頃：正味64日間）
その際、海水が霞ヶ浦（常陸利根川）へ

入っています。
しかし、全く塩害は生じませんでした！

この事例を参考に実験を行なうことができます
！ ２４ＮＰＯ法人アサザ基金



本ゲート

ゲートを工事中に！

2005年11月～翌々月までの間
逆水門の工事中に海水が通過した

２５
ＮＰＯ法人アサザ基金



逆水門下流側は、
海の潮位の上昇
で水位が上がる

上写真
2005.11.21.09時

２６ＮＰＯ法人アサザ基金

上げ潮時に予備ゲートを
越えて大量の海水が
霞ヶ浦に入った！

水門工事中に！



逆水門
常陸利根川に海水が入った事例　2005.11
逆水門からおよそ3.5ｋｍ離れた水質監視ポイント

　日川　における当時の塩化物イオン状況 水質観測地点

普段の塩化物イオンは80mg／ℓ程度
この時、最大４６４mg／ℓまで上昇！（約6倍）

２７ＮＰＯ法人アサザ基金



常陸利根川に入った海水は１週間で解消！
　日川　における当時の塩素イオン状況
　11月11日　～　12月26日　まで抜粋

計測項目　塩素イオン（mg／ℓ）

水門順流開放

水門順流開放

上げ潮で（海水が湖に入ったと思われる時期）　　　 ２８ＮＰＯ法人アサザ基金

元の状態に　

塩分濃度上昇



偶然に海水が入っただけで、湖に変化が！

2005.11.15
北浦で外来魚の
水揚の様子

撮影：アサザ基金

　サケやマハゼなど普段ほとんど
　取れない魚種が一度に取れる

　クルメサヨリも大漁に！
２９ＮＰＯ法人アサザ基金



この時、逆水門に最も近い鹿島南部用水を
含む取水場では

冬場の通常取水を行っていたが、
問題は起こっていない。

この時の海水遡上を参考に、
魚が通れるように操作すれば

逆水門柔軟運用の実験が可能です！！

３０ＮＰＯ法人アサザ基金

　　　　　非灌漑期だったので、影響が出なかった（国交省）
　　　　　　　



逆水門

揚水機場
揚水水門

逆水門上流側に位置する
取水口位置図 逆水門から

の１ｋｍ指標
水質観測地点
最大４６４mg／ℓ
まで上昇！逆水
門から3.5ｋｍ

　多くの取水ポイントがある。
　当時、取水や水利用に問題があったか
　霞ヶ浦河川事務所に問い合わせたが、
　問題がなかったことを確認した。

３１ＮＰＯ法人アサザ基金

どこからも苦情は無かった！



海水の一時的流入によってヤマトシジミが爆発的に再生
（秋田県八郎湖の例）

1987年8月下旬から9月上旬にかけて、防潮水門（逆水門）の塗装工事による
水門の開放及び9月上旬の台風による海水流入が発生。

翌年4月には再び淡水化が完了。

海水流入

漁獲できた期間

再び完全淡水化 ４１



一時期の海水流入によってヤマトシジミが爆発的に再生した事例
（秋田県八郎湖）

・海水流入　　　　1987年8月下旬～9月上旬
・流入後の対応　　即、淡水化を図る
・漁業変化　　　　ヤマトシジミが大豊漁に。
　　　　　　　　　1989年～1994年の6年間で、
　　　　　　　　　約50億円の漁業利益
　　　　　　　　　約2万7千トンの漁獲

・淡水化した後もヤマトシジミが湖内で生育した。
・さらに・・・水質浄化効果も、
　毎年アオコが顕著に発生していたが、
　1989年から1992年までの間、アオコ発生が減少！

３３ＮＰＯ法人アサザ基金



塩害防止を現在よりも強化するために

余剰工業用水を有効活用できます。



過剰な水資源開発の実態

2003/8/10　日経新聞

【工業用水引き下げの動向】

2004年2月25日（日経新聞）
第1期、第2期：32.7円／１㎥
第3期　　　　 ：59.3円／１㎥

2004年3月24日（日経新聞）

2004年４月から2年間にわたり、
鹿島新設工場については工業
用水の料金を半額とする優遇
措置。既存工場の契約水量の
うち未使用分を新規工場に振
り分ける形を採り、既存工場
の負担軽減へ。

企業は使わない水を大量に
買わされている！

こ
の
余
剰
水
を
塩
害
防
止
に
役
立
て
る
！

契
約
水
量
は
、
実
際
の
給
水
量
の
１
．
５
倍
。

企業は余った工水を転売できる。
３７ＮＰＯ法人アサザ基金



逆水門・現在の運用

１．農業への悪影響

　　・・・常陸川水門のすぐ上流で

　　　　取水することによる

　　　　塩害の発生。

２．工業への悪影響

　　・・・未活用水３５万tへの

　　　　企業の費用負担。

３．漁業への悪影響

　　・・・有用魚種（ウナギ・シジミ等）

　　　　の遡上が不可能。

４．自然環境への悪影響

　　・・・自然の変動に反した

　　　　冬の水位上昇。

未活用水３５万t
日量

塩害発生

塩分

取水

潮来市

旧波崎町

鹿嶋市

神栖市

常陸川水門

霞ヶ浦

北浦

外浪
逆浦

柔軟運用の提案はこれら問題の
解決への提案を盛り込んでいます！

３４ＮＰＯ法人アサザ基金



逆水門柔軟運用の実現

のために

さらなる一歩

塩分

取水

潮来市

旧波崎町

鹿嶋市

旧神栖町

常陸川水門

未活用水の
有効利用

塩害解消

常陸川水門
柔軟運用

取水

霞ヶ浦
北浦

外浪
逆浦

鹿島南部用水機場から

の取水をやめる

上流で取水している工

業用水の余剰水を活用

する！

塩害の心配はゼロに。

３５ＮＰＯ法人アサザ基金



茨城県企業課WEBより

鹿島第２期工水

鹿島第３期工水

取水場

鹿島南部用水

鹿島南部用水取水場

逆水門（常陸川水門）

逆水門

南部農業用水路と鹿島第２期工水路は国道をはさみ隣接！

３６ＮＰＯ法人アサザ基金



◆柔軟運用のフロー図　農業用水を上流からの取水に変更

することで、現在以上に塩害防止を強化することができる。

塩水くさび（淡水と海水の境目に乗って魚類は湖へ移動

農業用水

余剰工水を農業用水へ

３８ＮＰＯ法人アサザ基金



　逆水門の柔軟運用は
湖の水質浄化や地域活性化に
大きな効果が期待されます。



柔軟運用(通年)による漁獲高回復ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　UFJ総研の試算
　　●第２段階：年間を通じた逆水門の柔軟運用を行う

　　・汽水域の創出、底質の改善によるヤマトシジミの生息環境の回復を仮定
　　・ウナギ、スズキ、ハゼ、イサザアミ、ヤマトシジミが増加期待量の全量回復を仮定

現状 短期 長期
ウナギ 19,554 264,951 1,382,143
ハゼ 497,940 8,521,584 17,065,764
セイゴ／スズキ 453 748 2,953
ヤマトシジミ 0 3,750 1,194,302
イサザアミ 14,447 210,310 226,326
合計 532,394 9,001,343 19,871,488

生産額（千円）／年

年間193億円の漁業収入増が期待できる！ 加

工・流通・小売を含めれば何倍もの経済効果が期待できる！

３９ＮＰＯ法人アサザ基金
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